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公
園
を
横
切
り
、
あ
る
い
は
回

り
込
ん
で
通
学
す
る
こ
と
に
な

り
、
登
下
校
時
の
児
童
の
安
全

と
い
う
視
点
か
ら
の
不
安
を
払

拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
懸
念

が
あ
り
ま
す
。

　
（
４
）
保
護
者
の
意
向

　

昨
年
の
７
月
、
第
八
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
方
々
と
教
育
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
「
子
ど
も

が
卒
業
す
る
ま
で
統
廃
合
は
行

わ
な
い
で
ほ
し
い
」「
早
く
計
画

を
示
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

で
は
、「
六
仙
公
園
計
画
は
今

後
も
進
め
ら
れ
て
行
く
の
で
、

第
八
小
学
校
の
統
廃
合
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
こ
と
」「
早
急
に

骨
格
を
ま
と
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
一

番
初
め
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
」
を
示
し
ま
し
た
。

　
（
５
）
対
象
校
を
第
一
小
学

校
、
第
三
小
学
校
、
第
五
小
学

校
と
し
た
場
合
の
検
証

　

以
上
の
分
析
を
参
考
と
し

て
、
現
時
点
に
お
け
る
最
適
な

案
の
検
討
に
当
た
り
、「
第
八

小
学
校
は
昭
和　

年
（
１
９
７

４６

１
年
）
に
第
一
小
学
校
、
第
三

小
学
校
、
第
五
小
学
校
か
ら
分

離
し
た
」
と
い
う
歴
史
的
経
緯

を
踏
ま
え
、
仮
に
第
八
小
学
校

の
個
々
の
児
童
に
着
目
し
て
対

象
校
を
居
住
地
に
最
も
近
い
学

校
と
し
た
場
合
、
１
学
年
か
ら

３
学
年
ま
で
の
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
、
各
小
学
校

の
児
童
数
は
表
３
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

 　

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結

果
、『
再
編
成
計
画
』
を
踏
ま
え

た
上
で
、
環
境
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
教
育
条
件
の
整
備
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

◎
都
立
六
仙
公
園
計
画
は
前

市
政
の
誘
致
活
動
も
あ
り
、
平

成
７
年
に
都
市
計
画
決
定
し
、

現
在
、
一
部
を
供
用
開
始
し
つ

つ
事
業
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
第
八

小
学
校
の
統
廃
合
問
題
は
再
編

成
を
い
か
に
行
う
の
か
と
い
う

具
体
的
な
議
論
の
段
階
に
至
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

◎
第
五
小
学
校
統
合
案
は
、

『
再
編
成
計
画
』策
定
の
当
時
、

「
第
八
小
学
校
の
児
童
が
ま
と

ま
っ
て
転
校
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
う
懇
談
会
の
意
見
集

約
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
前
述
の
と

お
り
環
境
変
化
等
も
あ
り
、
居

住
地
と
小
学
校
の
位
置
関
係
に

視
点
を
置
い
た
、
第
一
小
学

校
、
第
三
小
学
校
、
第
五
小
学

校
の
複
数
の
小
学
校
を
対
象
校

と
す
る
案
の
ほ
う
が
、
よ
り
合

理
性
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
第
三
小
学

『
基
本
プ
ラ
ン
』

（
中
部
地
域
の
小
学
校

再
編
成
）
の
考
え
方

校
に
つ
い
て
は
、
旧
福
祉
会
館

跡
地
の
活
用
も
含
め
た
計
画
と

し
ま
す
。

　

よ
っ
て
教
育
委
員
会
は
、
第

一
小
学
校
、
第
三
小
学
校
、
第

五
小
学
校
の
複
数
の
小
学
校
を

対
象
校
と
す
る
案
を
『
基
本
プ

ラ
ン
』
と
し
、
当
事
者
で
あ
る

保
護
者
に
対
し
て
当
該
案
を
示

し
、
よ
り
良
い
計
画
実
現
の
た

め
の
建
設
的
な
協
議
に
入
る
べ

き
で
あ
る
と
の
考
え
に
至
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
各

関
係
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
普
通
教
室
の
確
保
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

 　

第
八
小
学
校
の
閉
校
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
を
目
途
と
し

２２
ま
す
。

 　

東
部
地
域
の
学
校
再
編
成
に

つ
い
て
は
、『
再
編
成
計
画
』
で

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

●
第
四
小
学
校
は
、
第
六
小

学
校
お
よ
び
神
宝
小
学
校
と
の

統
合
を
基
本
と
し
ま
す

　

●
第
二
小
学
校
は
、
学
区
域

『
基
本
プ
ラ
ン
』の
目
途

東
部
地
域
の
小
・
中
学
校

に
関
す
る
現
状
認
識

変
更
等
に
よ
っ
て
適
正
規
模
化

を
図
り
ま
す　

　

●
通
級
制
指
導
学
級
を
新
設

し
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下

で
、
児
童
数
が　

人
と
極
め
て

７９

小
規
模
に
な
っ
て
い
る
第
四
小

学
校
へ
の
対
応
を
優
先
課
題
と

す
る
と
と
も
に
、
児
童
数
が
７

２
５
人
と
市
立
小
学
校
最
大
規

模
の
第
二
小
学
校
が
さ
ら
に
増

加
す
る
の
で
は
、
と
い
う
懸
念

も
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
第
六
小
学
校
の
児
童

数
が
２
２
８
人
（
市
内
４
番
目

の
小
規
模
小
学
校
）
で
あ
り
、

３
学
年
が
単
学
級
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
同
じ
く
課
題
と
し
て

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
東
久
留
米
団

地
の
第
１
期
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
第
四
小
学
校
の

児
童
数
の
推
計
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
さ
ら
に
第
２
期
工
事
が

進
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
第
四

小
学
校
が
単
学
級
で
あ
り
続
け

学
校
の
教
育
環
境
を
共
有
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

東
中
学
校
の
教
育
環
境
を
見
る

と
、「
校
庭
が
狭
く
屋
外
競
技

も
十
分
に
行
え
な
い
（
例
え
ば

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
が
、
ゲ
ー
ム

を
行
う
の
に
当
然
の
一
対
に
し

た
設
置
が
で
き
な
い
等
）」「
体

育
館
は
行
政
境
と
な
る
道
路
を

隔
て
た
新
座
市
に
あ
る
た
め
、

体
育
館
使
用
時
に
は
安
全
上
の

配
慮
が
欠
か
せ
な
い
」
等
、
必

ず
し
も
好
ま
し
く
な
い
状
況
が

あ
り
ま
す
。

 　

東
部
地
域
の
小
学
校
再
編
成

は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、『
再
編

成
計
画
』
で
は
中
学
校
に
つ
い

て
「
市
域
全
体
（
７
校
）
で
の

再
編
成
を
基
本
と
し
、
今
後
の

生
徒
数
の
推
移
・
推
計
や
各
地

域
の
状
況
等
、
客
観
的
条
件
を

加
味
し
て
具
体
的
に
検
討
し
ま

す
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
将
来
、
中
学
校
再

編
成
を
検
討
す
る
際
の
支
障
と

な
ら
ず
、
か
つ
、
直
面
す
る
課

題
を
早
期
に
解
消
で
き
る
考
え

方
と
し
て
、
教
育
委
員
会
で
は

東
部
地
域
の
基
本
プ
ラ
ン
を
、

以
下
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
を
た
た
き
台
と
し

て
、
実
現
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

　

●
第
四
小
学
校
を
第
六
小
学

校
に
統
合
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
第
四
小
学
校
と
第
六
小
学
校

『
基
本
プ
ラ
ン
』
の

考

え

方

の
単
学
級
を
解
消
し
て
、
教
育

条
件
を
整
備
し
ま
す

　

●
第
六
小
学
校
に
通
級
制
指

導
学
級
を
新
設
し
ま
す

　

●
移
転
後
の
第
四
小
学
校
の

敷
地
の
大
半
を
東
中
学
校
の
校

庭
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
新
座
市
に
所
在
す
る
同
校

体
育
館
を
敷
地
内
に
建
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
東
中
学
校
の
教

育
環
境
を
整
備
し
ま
す

　

●
第
二
小
学
校
と
神
宝
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
対
応

す
べ
き
課
題
が
生
じ
た
場
合

は
、
東
部
地
域
に
所
在
す
る
隣

（
１
面
か
ら
続
く
）

２．東部地域
の小学校再編
成について…

接
校
と
し
て
地
理
的
条
件
を
踏

ま
え
、
解
決
の
道
を
探
り
ま
す

　

●
再
編
成
計
画
の
実
施
に
必

　

●
小
規
模
校
で
あ
る
下
里
小

学
校
は
、
第
七
小
学
校
お
よ
び

第
十
小
学
校
と
の
統
合
を
基
本

と
し
ま
す

　

●
再
編
成
の
実
施
時
期
や
方

法
等
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
合
準
備
会
を
つ
く
り

議
論
し
ま
す

　

西
部
地
域
の
小
学
校
再
編
成

に
つ
い
て
は
、
中
部
地
域
･
東

部
地
域
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上

で
、『
再
編
成
計
画
』
に
示
さ
れ

た
考
え
方
を
基
本
に
、
改
め
て

実
施
に
伴
う
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

※
『
基
本
プ
ラ
ン
』
は
、
教

育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、

こ
の
『
基
本
プ
ラ
ン
』
に
基
づ

い
て
、
対
象
校
の
保
護
者
の
皆

様
や
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を

行
っ
て
事
業
の
進
展
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
び
、

育
っ
て
い
く
環
境
整
備
を
具
体

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

３．西部地域
の小学校再編
成計画等につ
いて…

要
な
財
源
等
の
整
理
も
考
慮
し

つ
つ
、
中
部
地
域
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
着
手
し
ま
す

　

西
部
地
域
の
学
校
再
編
成
に

つ
い
て
は
、『
再
編
成
計
画
』

で
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
と
想
定
さ
れ
ま

す
（
表
４
参
照
）。

　

一
方
、「
中
学
校
」

と
い
う
視
点
か
ら
見

た
場
合
、
第
四
小
学

校
と
第
六
小
学
校
は

と
も
に
東
中
学
校
の

学
区
域
に
所
在
し
て

お
り
、
両
校
の
児
童

が
中
学
校
に
進
学
し

た
場
合
に
そ
の
児
童

と
保
護
者
は
、
東
中

　市立西中学校ハンドボール部女子は一昨年の全国大会優勝による２連覇

に続き、昨年の８月に行われた、平成１９年度全国中学校体育大会「第３６回

全国中学校ハンドボール大会」（福島市）においても優勝し、見事、３連

覇を達成しました。

　先ずは初戦となった２回戦で小松南部中学校（石川県）には２０対１６、３

回戦の岐陽中学校（山口県）には３６対３５の接戦をものにし、準決勝では東

陵中学校（愛知県）には２６対１５で勝ち上がり、決勝戦では大住中学校（京

都府）と当たり３６対３４で勝利しました。決勝戦は前半戦・後半戦で勝負が

つかず延長戦となり、それでも点差がつかず第２延長戦までもつれ込むと

いう７０分間の大激闘でした。実際に決勝戦を見た方の感想には、「初めて

ハンドボールの試合を見たが、あまりの激しさに驚いた」「自分もコートを

一緒に走り回っているようで、試合直後はグッタリした」という声があり

ました。

→
昨
年
の
８
月　

日
に
市
民
プ
ラ
ザ（
市
役
所
１
階
）で

３１

開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
優
勝
報
告
の
様
子

全国５５８チーム・１０，２１１名のｐｌａｙｅｒの頂点へ！
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　　　ハンド
ボール部女子

＜表４東部地域に所在する小学校の
児童数（平成１９年５月１日現在）＞

◎第二小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

３８人１１４人（３）１

３９人１１５人（３）２

４０人１１８人（３）３

３４人１３３人（４）４

３９人１１７人（３）５

３２人１２８人（４）６

３７人７２５人（２０）計

◎第四小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

１６人１６人（１）１

１２人１２人（１）２

１４人１４人（１）３

９人９人（１）４

１５人１５人（１）５

１３人１３人（１）６

１４人７９人（６）計

◎第六小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

３５人３５人（１）１

２０人４０人（２）２

２１人４１人（２）３

３７人３７人（１）４

３４人３４人（１）５

２１人４１人（２）６

２６人２２８人（９）計

◎神宝小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

３５人６９人（２）１

３３人６６人（２）２

２９人８５人（３）３

３１人６２人（２）４

３０人５９人（２）５

３２人６４人（２）６

３２人４０５人（１３）計

１１人（２）特　　別
支援学級

※スペースの都合上、冊子『基本プラン』の
表形式と若干異なっています。

＜表３居住地にもっとも近い学校を対象校と
した場合の各小学校の児童数＞

◎第一小学校
Ｂの区域（中央町三丁目９～１５番・２１・２２番および
区域外を対象）

合計児童数
（学級数）

八　小
児童数

現在児童数
（学級数）

学　年

７６人（２）３人７３人（２）１

８３人（３）６人７７人（２）２

１１６人（３）４人１１２人（３）３

２７５人（８）１３人２６２人（７）合計

◎第三小学校
Ａの区域（中央町一、二丁目、中央町三丁目１～６
番・１６～１９番、南沢三丁目１～１０番を対象）

合計児童数
（学級数）

八　小
児童数

現在児童数
（学級数）

学　年

１１０人（３）９１０１人（３）１

１２６人（４）７１１９人（３）２

１１４人（３）８１０６人（３）３

３５０人（１０）２４３２６人（９）合計

８人（２）特　　別
支援学級

◎第五小学校

Ｃの区域（それ以外の第八小学校通学区域）

合計児童数
（学級数）

八　小
児童数

現在児童数
（学級数）

学　年

９０人（３）４人８６人（３）１

９２人（３）３人８９人（３）２

９７人（３）６人９１人（３）３

２７９人（９）１３人２６６人（９）合計

※スペースの都合上、冊子『基本プラン』の表形式と
若干異なっています。


